
Title メルロ＝ポンティと＜子どもと絵本＞の現象学 —子
どもたちと絵本を読むということ—

Author(s) 正置, 友子

Citation 大阪大学, 2018, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/69705

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



1 



2 



様式７  

論文審査の結果の要旨及び担当者  

氏  名  （   正 置  友 子   ）  

論文審査担当者 

（職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

大阪大学 准教授 

大阪大学 元教授 

浜渦 辰二 

堀江 剛 

本間 直樹 

中岡 成文 

論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： メルロ＝ポンティと＜子どもと絵本＞の現象学 

      ―子どもたちと絵本を読むということ― 

 学位申請者 正置 友子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 浜渦 辰二 

  副査 大阪大学教授 堀江 剛 

  副査 大阪大学准教授 本間 直樹 

                             副査 大阪大学元教授   中岡 成文 

【論文内容の要旨】 

本論文は、ほぼ 50年間、あかちゃんから小学生、時には高校生くらいまでの子どもたちと絵本を読むという行

為を続けてきた体験を踏まえながら、とりわけ誕生して 3 年間に子どもたちと絵本を読むことがどのような意味

を持つのかを、フランスの現象学者メルロ＝ポンティの『知覚の現象学』を手掛かりにしながら考察したもので

ある。考察は、とくに、①「ひとなる」（ほぼ「一人前になる」に近い）という尾張地方の方言に表される過程の

最初の時期の子どもたちがからだ全体で自分を表現している「からだ語」の意味、②そこに関わる絵本を読むこ

とのもつ可能性、③子どもたちと絵本を読むことに関わる他者（特に、親・保育者以外の読み手）の役割、とい

う三つに焦点を当て、そこから、多くの子どもがほぼ「三歳半」頃にリミナリティ（通過儀礼）を体験すること

により、自分のことを〈わたし／ぼく〉と呼ぶようになることの意味に触れている。 

 著者はもともと絵本研究者（英国で A History of Victorian Popular Picture Books という論文で博士号を取

得し、それにより The Harvey Darton Award を受賞している）であるが、幼い子どもたちと絵本を読むことはど

ういうことなのかと考えていた時に、メルロ＝ポンティの『知覚の現象学』と出会い、同書が「子どもと絵本」

を研究している者にとって、また長年「生きるとはどういうことか」と考え続けてきた者にとって、「生」は「贈

り物」であると語ってくれる「本」であったという。

 本論文は、序章「子どもたちと絵本を読むということ」と終章「あらためて、子どもたちと絵本を読むこと」

によって挟まれた３部の構成になっている。 

第１部「私の「生」の現場、および「子どもたちと絵本を読む」という現場」では、「子どもたちと絵本を読む」

ということの現場（臨床の場）について考察している。第１章「私の「生」の現場―なぜ生きているのか、とい

う問いから臨床哲学へ―」では、10 歳のときに突如降ってきた問い「なぜ生きているのか」から、アカデミック

な場ではありながら「生」の現場の地続きである「臨床哲学」に辿り着くまでを、本論の背景として描いている。

第２章「「子どもたちと絵本を読む」現場―青山台文庫と「だっこでえほんの会」―」では、筆者が 45 年関わっ



てきた「青山台文庫」、および、「青山台文庫」の企画のなかで取り組み、17年間続けてきた「子どもたちと絵本」

の現場である「だっこでえほんの会」について描いている。 

第２部「メルロ＝ポンティと子どもの現象学」では、『知覚の現象学』を中心にして、メルロ＝ポンティが子ど

もについてどのように考察し記述しているかを考察している。第１章「メルロ＝ポンティと子どもの現象学」で

は、「現象学とは、世界とのあの素朴な接触（世界を前にしての驚き）を取り戻すことである」というメルロ＝ポ

ンティの現象学理解を手掛かりに、子どもたちが絵本の中に何かを発見し、驚く、興奮し、感動する姿を捉えて

いる。第２章「メルロ＝ポンティと子どもの記述」では、『知覚の現象学』にしばしば見出される子どもの記述を

手掛かりに子どもたちの絵本との出会いを描写し、それを通じて、子どもの本の研究家バーバラ・ベーダーが提

示した絵本の定義を、メルロ＝ポンティの現象学的論述によって補完することを試みている。 

第三部「「誕生から＜わたし＞の生成にむけて」では、「だっこでえほんの会」に参加している子どもたちと絵

本との関係性をメルロ＝ポンティの現象学と織り合わせることから見えてきたことを、具体的にいくつかの絵本

を例に挙げながら考察している。つまり、第１章から第７章まで、『いないいないばあ』『りんご』『もこ もこも

こ』『ちょうちょ はやくこないかな』『おおかみと七ひきのこやぎ』『三びきのやぎのがらがらどん』『かいじゅ

うたちのいるところ』という絵本に子どもたちが出会い、絵本の世界に住み込むことを通じて「ひとなって」い

く最初の 3年間についての考察となっている。 

 終章では、子どもたちと絵本を読むという行為を取り囲む、保育園・幼稚園、学校教育、学校図書館、読書ボ

ランティア、図書館、家庭といった環境に触れ、その行為の責任と可能性について論じ問題提起を行っている。 

全体の分量としては、Ａ４判横書きで 234 ページに、本論で考察された絵本をカラーで紹介する付録 13ページ

が添付され、本論は、400字詰め原稿用紙に換算して、約 745 枚に相当する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 長年にわたり子どもたちと絵本を読む活動を続けて来た経験のなかから、とりわけ３歳までの子どもたちの集

まる「だっこでえほんの会」において子どもたちと絵本を読む経験の意味を「ひとなる」（尾張方言でほぼ「一人

前になる」に近い）と筆者の呼ぶ過程として、メルロ＝ポンティの『知覚の現象学』のなかの子どもについて書

かれた記述と照らし合わせながら丁寧に解き明かすという、独自の現象学的アプローチが成功した論文になって

いる。単なる「子どもの現象学」でも「絵本の社会学的・心理学的な効用に関する研究」でもなく、実際の著者

の実践活動を通した臨床哲学的な研究として、「絵本を読む」という経験がもつ可能性を提示し、臨床哲学の新

生面を切り開いたと評価できる。また、著者のこどもたち、母たちへの愛は文章の隅々まで行きわたり、ケアの

倫理に貫かれた哲学的文体を織りなし、読むものに論証をこえた感銘を与えるとも評価された。 

 公開審査会では、望むらくは、非自然的・技術的な環境が急速に整備される現代社会において子どもたちと絵

本を読むことがもつ可能性を、いま一つ緻密な概念的整理との架橋をさらに推し進めて、示していただきたい、

という期待の声もあった。著者自身の来歴と絵本とこどもたちとの出会いについて割かれた厚い記述もまた、本

論文全体の考察の序説ではなく、「図」としての現象学的考察にとって不可欠な「地」を構成し、臨床哲学とし

ての論考に高い完成度を与えていると、評価する声もあった。 

 まだまだきちんと議論を詰めてもらいたいところもないわけではないが、それは今後取り組むべき課題であり、

本論文の本質的な価値を損なうものではない。子どもと絵本を読むことについて、著者なりの現象学と臨床哲学

についての考えを駆使しながら考察を加えた点において、高く評価することができるものとして意見は一致した。 

よって、本論文を博士（学術）の学位にふさわしいものと認定する。


